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【県全体】令和４年度病床機能報告結果(速報値)

高度急性期
2.7千床(10%)

高度急性期
2.7千床(10%)

急性期
8.7千床(34%)

急性期
8.7千床(34%)

回復期
6.4千床(25%)

回復期
6.6千床(26%)

慢性期
8.0千床(31%)

慢性期
7.7千床(30%)

令和４年度 令和７年度見込

25.7千床 25.6千床

令和４年度病床機能報告

平成２７年度

30.8千床

±0.0千床

±0.0千床

+0.2千床

▲0.3千床

平成２７年度病床機能報告

高度急性期
2.6千床(8%)

急性期
11.5千床(37%)

回復期
4.7千床(15%)

慢性期
12.0千床(39%)

+0.1千床

▲2.8千床

+1.7千床

▲4.0千床

高度急性期
1.9千床(9%)

急性期
6.0千床(29%)

回復期
7.1千床(34%)

慢性期
6.1千床(29%)

（注１）表示単位未満を四捨五入してるため、合計が一致しない場合がある。
（注２）令和４年度病床機能報告結果は速報値であり、今後数値が変動する可能性がある。

地域医療構想における
令和７年度の
病床の必要量

（厚生労働省令算定式による）

21.0千床

▲0.1千床


